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審 査 の 要 旨 
【批評】 
 鉄道輸送システムにおけるダイヤ乱れに対する再計画の問題は考慮すべき事項が非常に多く煩雑
であり、自動計算を目指して多くの研究がなされているが現実的には手作業に頼っている。本論文の
結果は、より現実的なモデルにするために考慮すべき事項に工夫がなされ、また、問題ごとにその特
徴を利用したアルゴリズムが提案されている。扱っている列車ダイヤ再計画、車両運用整理、乗務員
運用整理のいずれにおいても、細かな定式化や実データを模した数値実験により実用に耐えうるアル
ゴリズムであることを示した価値は大きい。さらに、先行研究に対する系統だった調査は当該分野に
精通している著者ならではの成果であり評価に値する。以上のことから、博士（社会工学）として十
分な成果を得ていると判断する。 
【最終試験の結果】 
平成２８年２月３日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員
によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（社会工学）の学位を受けるに
十分な資格を有するものと認める。 
（博甲） 
 
